














































参考

































四輪自動車
・平成28年10月１日以降の新型車

・令和４年９月１日以降の継続生産車
(技術的最大許容質量3.5ｔ超～12ｔ以下は令和５年９月１日以降)

二輪自動車
・平成28年10月１日以降の新型車

・令和３年９月１日以降の継続生産車

【平成28年騒音規制の対象自動車】

備　考　
　平成28年騒音規制車、騒音カテゴリー　M1A1A
　近接排気騒音値　○○dB ，測定回転数○,○○○ rpm
(旧基準適用時測定回転数△,△△△rpm)

△△

△△△

【平成28年騒音規制車の自動車検査証等備考欄記載イメージ】



【測定方法及び判断基準】
測定方法及び判断基準は、対象車のマフラーが交換されているかどうか及び交換されたマフラー

の種類で異なります。

●マフラー交換されていないもの(メーカー純正)
検査証備考欄記載の測定回転数で測定した値が、検査証備考欄記載の近接排気騒音値＋５dB以下
であること。

●全開加速走行騒音規制対応マフラー(※1)に交換されているもの
検査証備考欄記載の旧基準適用時測定回転数(二輪自動車は測定回転数)で測定した値が、次の
①、②のいずれかであること。
①検査証備考欄記載の近接排気騒音値が、車種別の一定値(257 ※2)を超えないものは絶対値規
制となり、上記測定方法における測定値が従前の規定以下であること。
例１)乗用車(車両後部にエンジンを有するもの以外):96dB以下
例２)小型二輪自動車：94dB以下

②検査証備考欄記載の近接排気騒音値が、車種別の一定値(※2)を超えるものは相対値規制とな
り、上記測定方法における測定値が検査証備考欄記載の近接排気騒音値＋５dB以下であること。
例１)乗用車(車両後部にエンジンを有するもの以外)

新車時の近接排気騒音値：92dB(＞91db)　⇒　規制値：92＋５=97dB以下
例２)小型二輪自動車

新車時の近接排気騒音値：91dB(＞89db)　⇒　規制値：91＋５=96dB以下

●市街地加速騒音規制対応マフラー(※１)に交換されているもの
検査証備考欄記載の測定回転数で測定した値が、マフラーに刻印又は貼り付けされているプレー
ト等に表示された近接排気騒音値＋５dB以下であること。

例１)乗用車(車両後部にエンジンを有するもの以外)
プレート等に表示された近接排気騒音値：90dB　⇒規制値：90＋５＝95dB以下

例２)小型二輪自動車　
プレート等に表示された近接排気騒音値：87dB　⇒規制値：87＋５＝92dB以下

(※１)全開加速走行騒音規制対応マフラーと市街地加速騒音規制対応マフラーの判別は、性能等確
認済表示の末尾が数字のもの(アルファベットなし)、または末尾のアルファベットがＳのも
のが全開加速走行騒音規制対応マフラー、ＡまたはＰのものが市街地加速騒音規制対応マフ
ラーとなります。
なお、全開加速走行騒音規制対応マフラーには、性能等確認済表示以外でも適合するものが
ありますので、ご不明な点があれば独立行政法人自動車技術総合機構にお問い合わせ下さ
い。



性能等確認済表示の例

(※２)
≪車種別の一定値一覧表≫

　乗用車(車両後部にエンジンを有するもの)
　乗用車(車両後部にエンジンを有するもの以外のもの)
　乗合車・貨物車(車両総重量3.5t超、最高出力150kW超)
　乗合車・貨物車(車両総重量3.5t超、最高出力150kW以下)
　乗合車・貨物車(車両総重量3.5t以下)
　小型二輪自動車

95
91
94
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92
89

車種区分 車種別の一定値(dB)



車検証の備考欄に
「平成28年騒音規制車」の記載

不 合 格

有り 無し


